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「ク ッ シ ョ ン か ら都 市 計 画 ま で ヘ ル マ ン ・ム テ ジ ウ ス と ドイ ツ 工
作 連 盟:ド イ ツ近 代 デ ザ イ ン の 諸 相 」 展
VomSofakissenzumStadtebau‐HermannMuthesiusandderDeutsche
Werkbund:ModernDesigninDeutschland1900‐1927
藪 亨/大 阪芸術大学
ドイツ工作連盟 の運動 は,帝 政 ドイ ツ時代
における設立か ら第一次大戦末までの草創期
には じま り,ヴ ァイマル共和国時代における
発展 と挫折 の時期を経て,第 二次 大戦後 の再
出発か ら今 日に至 ってい る。 本展 覧会 におい
て は,こ う した工作連盟 の波瀾に富 んだ歩み
の 中か ら,特 に1900年か ら1927年にか けての
動 きに焦点 が絞 られてい る。設立へ の胎動が
は じま る世紀転換期 か ら1920年代後半 にお け
るシュ トゥッ トガル トの 「住居」展 までの,
近 代デザイ ン確立へ の動 きに照明が当て られ
るのである。 その展示構成 は次の通 りであ る。
プロローグ:19世紀の残照 ムテ ジウス と
日本 ・イギ リス(1887-1903年)
1.ム テジウスと日本(司 法省 と福音教
会お よび新教神学校舎)
2.ム テジウス とイギ リス(マ ッキ ン ト
シュとベイ リー ・ス コッ トそ してイギ
リス三部作)
1:ド イ ツ工 作連 盟 設立 へ の道(1904-
1913年)
1.第3回 ドイツ工芸展(ド レスデ ン,
1906年)
2.工 作連盟設立 と年刊誌(Jahrbuch)
の発刊
1:第1回 ドイツ工作連盟展(ケ ル ン展)
と第一次世界大戦(1914-1919年)
1.ケ ル ン展(1914年)と 規 格 論 争
(Typenstreit)
2.ド イ ツ商 品 力 タ ログ(Duetsches
Warenbuch,1916年)
3.ド イ ツ工 作連盟海外展(バ ーゼル,
ベル ン,コ ペ ンハーゲ ンなど,1917一
18年)
皿:第 一 次世 界 大戦 後 の ドイ ツ工 作 連盟
(1919-1926年)
1.雑 誌 『フォルム(DieForm)』の刊
行(1922年,1925年)
2,フ ォルム(DieForm)展(1924年)
エ ピロー グ:時 代 の転換(Zeitwende)
住居(DieWohnung)展(シ ュ トゥ ッ
トガル ト,1927年)
以上 の展示構成か らも明 らかな ように,本
展 覧会 は,「20世紀 初頭 におけ る近代 デザイ
ンの動 向を,ド イツ工作連 盟の活動 を中心 に,
バ ウハ ウスを金字塔 とす る従来の近代 デザイ
ン史 の文脈か ら回顧す るのではな くて,ム テ
ジウスの言説か ら再構築す ること」 を 目的 と
して企画 され,京 都を皮切 りに東京 に も巡 回
して いる。京都展 は京都 国立近代美術館 で20
02年11月2日か ら12月23日にまでで,東 京展
は東京国立近 代美術館 で2003年1月18日か ら
3月9日 まで,そ れぞれ展観 されて いる。
本 展が掲 げる基本 テーマ 「ヘルマ ン ・ムテ
ジウス と ドイツ工作連盟」が モダ ン ・デザ イ
ン史 の最重要事項 のひとつ と して特定 され る
のは,デ ザイ ン史 の古典 と も称 され るニ コラ
ウス ・ペ ヴスナー の名著 『モダ ン ・デザイ ン
の先駆者 た ち』 においてで あ った。 早 くも
1930年代 の中葉 にその初版 が刊 行 された当書
では,19世紀最後の四半世 紀か ら20世紀 初め
にか けて活躍 した近代運動 の先 覚者 たちにつ
いて,彼 らの機能 主義 的なデザイ ン思考 やそ
の実践活動に照明が当て られたのである。 こ
とにムテ ジウスは,「1890年代 のイギ リス様
式 と ドイ ツの連結 リンク」 としての役割 を果
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たし,さ らに 「ザッハ リヒカイ トに向かう新
しい方向の原動力」として ドイツ工作連盟の
出現を先導 したことが高 く評価されている。
こうしたムテジウスによるイギリスのデザ
イン文化の導入は,本展の 「プロローグ」部
門において取 り上げられている。 しかもこの
プロローグ部門では,ム テジウスが建築家 と
しての修業時代に日本にエ ンデ&ベ ックマン
事務所の建築アシスタントとして滞在し,司
法省の建築の仕事に携わ り,さらには ドイツ
福音教会や新教神学校舎などの建築設計を手
掛けたことを も取 り上 げている。ムテジウス
の日本滞在については言及されることはあっ
てもその詳細が不明であった。 ところが本展
においては,ドイツと日本に残 されている関
係史料が一堂に会することによって,そ の全
貌が明らかにされている。本展のすぐれた特
色のひとつをここに見いだすことができよう。
とこころで1907年秋に ミュンヘンで結成さ
れた ドイツ工作連盟は,「芸術家,実 業家そ
して専門知識人」からなる専門家団体であり,
質の良い仕事を願い遂行できる者,ま た全体
文化の活動の一部 として実業活動を見なす者,
こうしたすべての人々の中心点 となることが
目指された。彼 らが考えた 「質」 とは,「優
れた堅牢な仕事 と欠点のない真正な材料の使
用のみならず,こ れらによってザッハ リッヒ
で品位があり,お望みならば芸術的でもある
ように有機的に全体をデザインすること」で
あった。彼らは,こ うした 「質の思想」を掲
げ,健全で調和のとれた新 しい文化創造を目
指した。そして,この全体目標の設定に当たっ
て,他 に先立 って何よりもまず意識された専
門領 域 は,い わゆ る産業 美術(Kunst-
gewerbe)であったのである。本展おいても,
家具,陶 器,金工,ガ ラス,染織,壁 紙など
の当代における産業美術品のかずかずが展示
され,そ こを訪れるひとびとの目をひき付け
て いる。
そ もそ も ドイツ工作連盟 は,19世紀 中葉 に
始 ま る ドイ ツ の 「産 業 美 術運 動(Kunst-
gewerbebewegung)」を汲 んでいた。 この運
動 の 中心 は,1867年に組織 された 「ベル リン
産業 美術博物館」 であ り,奇 しくも今 日ベル
リンの工作連盟資料館 がその2階 に入室 して
いる建物 「マル ティー ン・グロ ピウス ・バ ウ」
は,1881年に建て られ たその新館で あった。
また この産業美術運動 の先導者 ゴ ッ トフ リー
ト・ゼ ンパー(1803-1879)は,芸術作品の
生成 に注 目して,そ のフォル ム自体の観察 よ
りも,そ の フォルムを生み 出す基本条件 と し
ての 「理 念,力,素 材,手 段」 の解明に取 り
組ん でい る。 そ して,人 間の 目的に役立つ も
のを美 し く装 い,あ るいは意味 あるものに形
作 ろ うとするよ うな,そ う した美化や理想 化
の動機づ けか ら起 こったのが産業美術 であ る
と している。 ここにゼ ンパーが示め した試 論,
す なわち生活領域 をと り囲む素朴な産 業美 術
品 に芸術 の萌芽 と原型を求め るとい う考 え方
は,そ の後 の ドイツにおけ るデザイ ン理論 の
構築 にと ってす ぐれた指針 とな ってい ったの
で あ り,ム テジウスと工作連盟 もその例外 で
はな かった。 また こうした 「人」 よ りも具体
的な 「物」 にこだわ る姿勢は,工 作連盟設立
当初 の 「製品 の質の追求」 に も受 け継 がれて
お り,今 日の工作連盟資料館 の もうひとつ の
名称 「物 の ミュー ジアム」 に も反 映させ られ
て いる。
これ に関連 して本展で注 目されるのは,工
作連盟が デューラー連盟 と共 同制作 した 「ド
イツ商品 カタログ」の関連 史料 の展示 である。
良質 の商 品の流通を 目指 して1913年に着手 さ
れ1915年に刊行 された この 「ドイツ商 品カタ
ログ」 は,精 選 された さま ざまな家庭用 品を
提示す ることで消費者教育 に務 めてお り,ま
さに 「グ ッ ドデザイ ン」運動 の先駆 のひとつ
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であ ったのであ る。
また本展の展示内容は,展 覧会名 「クッショ
ンか ら都市 計画 まで」 に もうかがえるよ うに,
きわめて多彩で多方面 的であ る。会場 には,
産 業製品,建 築 モデル,図 面,建 築写真,展
覧会 ポスター,書 籍,文 書 な ど約250点が,
先述の五 つの展示構成 で展観 され ている。 し
たが って ここには,建 築 デザイ ン,イ ンテ リ
ア'デ ザイ ン,イ ンダス トリアル ・デ ザイ ン,
グラフィ ック ・デザイ ンか ら産業美術 デザ イ
ンや クラフ ト・デザイ ンにいたる多様 な歴史
研 究の対象 が勢 ぞろい している。本展 の もう
ひ とつの柱 は,工 作連盟運動 に関連す るデザ
イ ン物 品 とその多彩 なイメー ジで あったとい
え よう。
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